
ヘリ輸送･備蓄庫「想定外ゼロ」へ
大
震
災
以
降
、
災
害
時
の
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
に
よ
る
輸
送
体
制
を
整
え
て
き

た
が
、
東
日
本
大
震
災
で
は
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
の
着
陸
場
所
を
確
保
で
き
な

い
事
例
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
た
め
、
全
国
1
8
力
所
に
「
非

常
用
備
蓄
倉
庫
」
を
設
置
。
ヘ
リ
運

航
会
社
３
社
と
契
約
を
結
び
、
「
想

定
外
ゼ
ロ
」
を
目
標
に
、
非
常
時
で

も
被
災
地
の
各
施
設
に
良
材
搬
送
で

き
る
体
制
構
築
と
し
て
、
食
材
提
供

会
社
の
事
業
継
続
計
画
の
確
認
や
、

輸
入
品
も
含
め
た
代
替
商
品
の
選
定

な
ど
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
確
保
し

て
い
る
。
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全
国
の
医
療
、
福

祉
、
保
育
施
設
に
給

食
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
る
日
清
医
療
食

品
（
東
京
）
は
阪
神

建物の倒壊を防止

補強工事のコスト低減

メンテナンス不要

｢阪神｣教訓震度７に対応
造
体
そ
の
も
の
を
既
存
の
建
築
物
に
は
め

込
む
こ
と
で
耐
震
補
強
す
る
。
地
震
の
被

害
を
受
け
て
も
生
存
空
間
を
確
保
で
き
、

津
波
か
ら
の
避
難
を
可
能
に
す
る
。

が
多
い
。
「
ｊ
．
Ｐ
ｏ
ｄ
」
は
間
伐
材
な

ど
を
モ
ノ
コ
ッ
ク
構
造
に
組
み
立
て
、
構

　
　
　
　
　
ジ
’
一
イ
ホ
　
Ｊ
ジ
ド

構
造
の
「
ｊ
．
Ｐ
ｏ
ｄ
」
。
い
ず
れ
も
阪

神
大
震
災
級
の
震
度
７
の
ゆ
れ
に
対
応
で

き
る
。
耐
震
リ
ン
グ
は
、
建
材
の
接
合
部

分
で
地
震
の
ゆ
れ
で
建
物
が
変
形
し
や
す

い
「
仕
口
’
一
に
設
置
す
る
耐
震
補
強
材
。

木
造
住
宅
や
文
化
財
の
耐
震
補
強
に
事
例

尚尚

地域で取り組み被害回避

　自∃Ξ

避難計画

　
阪
神
大
震
災
の
木
造
建

築
物
の
被
害
を
教
訓
に
、

大
阪
市
の
一
級
建
築
士
ら

が
開
発
し
た
の
が
「
耐
震

リ
ン
グ
」
と
モ
ノ
コ
ッ
ク

食
料
と
ト
イ
レ
、
水
な
ど
の

１
日
避
難
セ
ッ
ト

　最近の災害では、自主

避難計画をつくり訓練を

していた地域で被害を免

れるケースが増えてき

た。自主避難計画づくりは住民が地域

の災害の地理的特性や歴史を学習し、

行政や防災研究者の指導のもと取り組

んでいる。三重や和歌山、高知など津

波被害が想定される沿岸部や群馬、埼

玉、大阪など内陸部では河川対策、北

九州市のような人口100万都市でも地

区ごとの取り組みが進む。
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南海トラフ地震を想定した病院食運搬訓練
(日清医療食品の事

こ

倉庫で備蓄品を
　積み込む
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非常用備蓄倉庫(全国18ヵ所)を

設置｡ヘリ運航会社3社と契約を

結び､｢想定外ゼロ｣を目指す

対策は民間主導で進化している
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土砂災害食い止める
く
打
ち
込
ん
だ
鋼
管
机
や
鋼
矢

板
を
壁
状
に
設
置
し
津
波
な
ど

水
害
や
土
砂
災
害
を
食
い
止
め

る
。
　
東
日
本
大
震
災
や
西
日
杢
豪

雨
の
防
潮
堤
・
堤
防
復
旧
工

事
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
の

耐
震
補
強
工
事
な
ど
に
適
用
。

施
工
は
無
振
動
・
無
騒
音
で
机

上
の
機
械
の
幅
の
ス
ペ
ー
ス
だ

け
で
で
き
る
た
め
、
住
宅
街
や

道
路
、
鉄
道
脇
の
工
事
で
も
影

響
は
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る
。

　
図
は
空
港
の
護
岸
工
事
を
イ

メ
ー
ジ
。
関
西
国
際
空
港
の
よ

う
に
沈
下
す
る
地
盤
で
も
、
鋼

管
を
継
ぎ
足
し
な
が
ら
か
さ
上

げ
で
き
る
と
い
う
。
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技
研
製
作
所

　
（
高
知
県
）
が

開
発
し
た
「
イ

ン
プ
ラ
ン
ト
工

法
」
は
地
中
深
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被災者の意見生かした缶詰

　南海トラフ地震対策に

取り組む高知県黒潮町の

缶詰製作所は７大アレル

ゲン不使用の防災缶詰

と、普通ゴミとして処理できる非常用

トイレ「ほっ！トイレ」（錠剤投入式、

製造元エクセルシア）をセットにした

商品を開発した。缶詰は東日本大震災

の被災者からの意見を生かし、地場産

の良材を使用した日常良とし精神安定

に寄与する甘味も｡セットには水､アル

フア化米、地場産の塩などもある。

被災地の医療人材を活用

　岡山県の国際医療ＮＧ

ＯｒＡＭＤＡ」は医療機

関や自治体、企業と連携

し被災地の医療人材を活

用する災害医療機動チームを創設し

た。被災し活動できない医療機関が再

起できなくなることを防ぐため、被災

地の医療者も医療行為が行える健診・

調剤車両を中心とした医療班と宿泊・

給水・炊き出し・燃料・電源車両を編

成。ライフラインが途絶した被災地で

活動を早期に開始することを目指す。
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